
令和7年度

熊本県立大学文学部日本語日本文学科

一般選抜（前期日程） 個別学力検査

国語

問題 用 紙

注意 解答は、すべて別紙解答用紙に記入すること。
すべての解答用紙に受験番号、受験者氏名
を記入すること。

なお、 一 ～ 四 の大問ごとに解答用紙が
かわるので、解答用紙をまちがえないように
注意すること。

試験終了後、この冊子は持ち帰ってください。

テキストボックス
※末尾に問題訂正の内容を添付しています。
　（当日配付または板書により周知したもの。）




一
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

―１―

テキストボックス
著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
　
問
題
文
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん


テキストボックス
。


テキストボックス
、




―２―



（
日
野
啓
三
『
都
市
と
い
う
新
し
い
自
然
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
八
月
）

注

キ
リ
コ＝

イ
タ
リ
ア
の
画
家
。

デ
ル
ヴ
ォ
ー＝

ベ
ル
ギ
ー
の
画
家
。

問
一

二
重
傍
線
部
ａ
〜
ｅ
の
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
に
、
漢
字
は
ひ
ら
が
な
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
よ
。

問
二

傍
線
部
Ａ
に
つ
い
て
、
東
京
が
「
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
の
は
戦
時
下
の
火
災
に
よ
る
が
、
そ
の
火
災
の
直
接
的
要
因
と
な
っ
た
出

来
事
を
二
字
の
漢
語
で
答
え
よ
。

問
三

傍
線
部
Ｂ
に
つ
い
て
、
筆
者
が
「
無
機
質
」
で
「
コ
ウ
リ
ョ
ウ
」
と
し
た
光
景
を
懐
か
し
く
感
じ
る
の
は
な
ぜ
か
。
四
〇
字
以
内
で
答

え
よ
。

問
四

空
欄

Ｘ

に
補
う
べ
き
最
も
適
切
な
語
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
符
号
で
答
え
よ
。

ア

嫌
悪
感

イ

焦
燥
感

ウ

親
近
感

エ

幸
福
感

問
五

傍
線
部
Ｃ
に
つ
い
て
、
筆
者
の
定
義
に
従
っ
て
、
本
文
中
の
四
つ
の
波
線
部
の
う
ち
「
都
会
」
に
関
連
す
る
も
の
に
は
○
を
、「
都
市
」

に
関
す
る
も
の
に
は
×
を
付
せ
。

―３―



問
六

傍
線
部
Ｄ
に
つ
い
て
、
こ
の
場
所
で
、
か
つ
て
と
同
様
に
「
涙
の
よ
う
な
も
の
が
に
じ
み
か
け
た
」
と
は
、
筆
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
意
味
す
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
符
号
で
答
え
よ
。

ア

焼
跡
で
あ
っ
た
東
京
と
現
在
の
無
機
質
な
都
市
と
し
て
の
東
京
に
類
似
性
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
。

イ

か
つ
て
の
戦
争
体
験
は
、
自
身
の
精
神
に
癒
や
し
が
た
い
傷
を
残
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
。

ウ

戦
時
下
と
同
様
に
都
市
東
京
は
息
苦
し
さ
を
感
じ
る
場
所
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。

エ

か
つ
て
の
東
京
に
感
じ
ら
れ
た
ぬ
く
も
り
が
、
現
在
の
東
京
に
も
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

問
七

傍
線
部
Ｅ
に
つ
い
て
、「
狎
れ
合
い
（
馴
れ
合
い
）」
と
い
う
語
の
一
般
的
な
意
味
を
答
え
よ
。

問
八

傍
線
部
Ｆ
に
つ
い
て
、
廃
墟
（
焼
跡
）
と
都
市
そ
れ
ぞ
れ
を
構
成
す
る
も
の
と
、
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
要
素
を
ま
と
め
、
そ
の
要
素
が

喚
起
す
る
「
世
界
の
本
来
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
述
べ
よ
。
た
だ
し
字
数
は
一
八
〇
字
以
内
と
す
る
。

―４―



二
次
の
文
章
は
、
近
代
の
文
法
学
者
で
あ
る
山
田
孝
雄
の
著
書
『
日
本
文
法
学
概
論
』
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

な
お
、
漢
字
は
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。

（
山
田
孝
雄
『
日
本
文
法
学
概
論
』
宝
文
館
、
昭
和
十
一
年
五
月
）

―５―

テキストボックス
著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
　
問
題
文
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん


テキストボックス
。


テキストボックス
、




問
一

波
線
部
ア
〜
ウ
の
動
詞
に
つ
い
て
、
例
に
従
っ
て
活
用
の
種
類
お
よ
び
活
用
形
を
答
え
よ
。

（
例
、
ラ
行
下
二
段
活
用
・
連
体
形
）

問
二

傍
線
部
Ａ
〜
Ｅ
の
「
る
」
に
つ
い
て
、
単
語
で
あ
る
場
合
は
原
形
（
終
止
形
）
と
活
用
形
を
述
べ
、
単
語
の
一
部
（
活
用
語
尾
）
で
あ

る
場
合
は
ど
の
よ
う
な
単
語
の
一
部
で
あ
る
か
を
述
べ
よ
。

問
三

傍
線
部
①
〜
③
の
「
し
」
を
そ
れ
ぞ
れ
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。
活
用
語
の
場
合
は
原
形
（
終
止
形
）
と
活
用
形
を
示
す
こ
と
。

問
四

二
重
傍
線
部
ａ
〜
ｃ
の
「
ば
」
に
つ
い
て
、
用
法
の
異
な
る
も
の
を
一
つ
見
つ
け
、
接
続
す
る
動
詞
に
も
触
れ
た
上
で
、
他
の
用
法
と

何
が
違
う
の
か
を
説
明
せ
よ
。

問
五

本
文
中
か
ら
受
身
の
意
味
（
受
動
態
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
助
動
詞
を
す
べ
て
見
つ
け
出
し
、
本
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
順
に
そ
れ
ら

の
助
動
詞
の
活
用
形
の
み
を
す
べ
て
書
け
。

―６―



三
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
よ
。

―７―

テキストボックス
。


テキストボックス
著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
　
問
題
文
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん


テキストボックス
、




（『
十
訓
抄
』）

注

光
明
山＝

現
在
の
京
都
府
相
良
郡
山
城
町
に
あ
っ
た
寺
。
東
大
寺
の
末
寺
。

日
吉＝

現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
坂
本
に
あ
る
日
吉
大
社
の
祭
神
。
山
王
権
現
と
も
い
う
。

衆
生＝

現
世
を
生
き
る
す
べ
て
の
人
々
。

西
方
の
行
者＝

西
方
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
修
行
者
。

ゆ
い
ま
き
つ

維
摩
経＝

仏
教
経
典
の
一
つ
。
維
摩
詰
所
説
経
と
も
い
う
。
主
人
公
で
あ
る
維
摩
詰
が
菩
薩
た
ち
と
問
答
を
重
ね
、
旧
仏
教
を
批
判

し
つ
つ
、
在
家
信
者
の
悟
り
へ
の
実
践
を
示
す
内
容
。

法
華
経＝

仏
教
に
お
い
て
重
要
な
経
典
の
一
つ
。
妙
法
蓮
華
経
の
こ
と
。

寿
量
品＝

法
華
経
の
中
の
一
章
。
韻
文
体
で
仏
徳
や
そ
の
教
え
を
説
く
。

偈＝

経
典
の
中
の
韻
文
で
述
べ
ら
れ
た
部
分
の
こ
と
。

八
幡
大
菩
薩＝

八
幡
宮
の
祭
神
を
仏
教
の
側
か
ら
見
た
称
。
八
幡
神
の
本
来
の
姿
は
、
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
よ
る
。

二
世＝

現
世
と
来
世
。

―８―



問
一

傍
線
部
①
・
②
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
二

空
欄

Ｘ

〜

Ｚ

に
は
、
助
動
詞
「
べ
し
」
が
入
る
。
適
切
に
活
用
さ
せ
て
入
れ
よ
。
ま
た
、
文
脈
に
即
し
た
意
味
を
次
か

ら
一
つ
選
び
、
符
号
で
答
え
よ
。

ア

推
量

イ

意
志

ウ

適
当

エ

可
能

オ

命
令

問
三

傍
線
部
Ａ
に
つ
い
て
、
な
ぜ
僧
は
そ
の
よ
う
に
思
っ
た
の
か
。
理
由
を
二
つ
答
え
よ
。

問
四

傍
線
部
Ｂ
の
解
釈
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
符
号
で
答
え
よ
。

ア

私
（
尼
）
は
汝
（
僧
）
を
い
い
加
減
に
は
で
き
な
い
の
で
、
往
生
の
た
め
の
方
法
を
ど
の
よ
う
に
教
え
た
ら
よ
い
も
の
か
。

イ

私
（
尼
）
が
い
い
加
減
な
気
持
ち
で
あ
っ
て
も
、
往
生
の
た
め
の
方
法
を
問
わ
れ
た
の
だ
か
ら
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ウ

汝
（
僧
）
が
い
い
加
減
な
気
持
ち
で
あ
っ
て
も
、
往
生
の
た
め
の
方
法
を
問
わ
れ
た
の
だ
か
ら
教
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

エ

汝
（
僧
）
が
い
い
加
減
な
こ
と
を
言
っ
て
も
、
私
（
尼
）
は
我
慢
し
て
往
生
の
た
め
の
方
法
を
教
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

問
五

傍
線
部
Ｃ
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
語
句
を
本
文
か
ら
四
文
字
で
抜
き
出
せ
。

問
六

傍
線
部
Ｄ
に
つ
い
て
、
誰
が
誰
に
対
し
て
「
か
た
じ
け
な
く
」
感
じ
て
い
る
の
か
を
答
え
よ
。

問
七

次
の
選
択
肢
か
ら
『
十
訓
抄
』
と
同
時
代
の
作
品
を
す
べ
て
選
び
、
符
号
で
答
え
よ
。

ア

吾
妻
鏡

イ

雨
月
物
語

ウ

今
昔
物
語
集

エ

新
古
今
和
歌
集

オ

堤
中
納
言
物
語

―９―



四
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
上
、
送
り
仮
名
・
返
り
点
を
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。

―１０―

テキストボックス
著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
　
問
題
文
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん


テキストボックス
。


テキストボックス
、




（『
集
異
新
抄
』）

注

婁
東＝

地
名
。
現
在
の
蘇
州
近
隣
地
区
。

藍
縷＝

ボ
ロ
ボ
ロ
の
衣
服
。

菉
豆＝

緑
豆
。

帛＝

絹
織
物
。

睥
睨＝

横
目
で
見
る
。

杪＝

梢
。

善
相
者＝

人
相
を
占
う
者
。

浸
淫＝

染
み
込
み
広
が
る
。

司
命＝

命
運
を
司
る
星
神
。

殆
有
所
遇＝

ほ
ぼ
時
勢
に
か
な
い
、
出
世
す
る
だ
ろ
う
。

轆＝

う
ね
り
、
転
が
る
。

展
側＝

の
た
う
ち
回
る
。

広
陵＝

地
名
。
現
在
の
楊
州
近
隣
地
区
。

―１１―



問
一

傍
線
部
①
〜
④
の
訓
読
み
を
送
り
仮
名
も
含
め
て
ひ
ら
が
な
で
書
け
（
現
代
仮
名
遣
い
で
よ
い
）。

問
二

傍
線
部
Ａ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

問
三

傍
線
部
Ｂ
の
正
し
い
現
代
語
訳
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
よ
。

（
１
）
枯
葉
を
波
間
に
投
げ
込
ん
だ
よ
う
に
、
お
前
が
起
こ
し
た
波
が
い
つ
ま
で
も
静
ま
ら
な
い
の
が
心
配
な
の
だ
。

（
２
）
枯
葉
が
波
間
に
落
ち
た
よ
う
に
、
お
前
が
ふ
ら
ふ
ら
と
し
て
落
ち
着
か
な
い
の
が
心
配
な
の
だ
。

（
３
）
枯
葉
が
波
間
に
投
げ
込
ま
れ
た
よ
う
に
、
お
前
が
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
握
っ
て
い
な
い
の
が
心
配
な
の
だ
。

問
四

傍
線
部
Ｃ
を
書
き
下
し
文
に
せ
よ
。

問
五

傍
線
部
Ｄ
に
つ
い
て
、「
士
人
某
」
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
述
べ
よ
。

―１２―



令和７年度 熊本県立大学一般選抜 前期日程試験 

問題の訂正 

文学部 日本語日本文学科 国語 
 

 

【
問
題
訂
正
】 

  

○
問
題
用
紙 

３
ペ
ー
ジ 

一 

の
問
三
に
つ
い
て
、
左
記
の
傍
線
部
の
と
お
り
文
言
を
訂
正
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 

誤
） 

四
〇
字
以
内
で
答
え
よ
。 

 
正
） 
四
〇
字
以
内
（
句
読
点
含
む
）
で
答
え
よ
。 

    

○
問
題
用
紙 

４
ペ
ー
ジ 

一 

の
問
八
に
つ
い
て
、
左
記
の
傍
線
部
の
と
お
り
文
言
を
訂
正
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 

誤
） 

た
だ
し
字
数
は
一
八
〇
字
以
内
と
す
る
。 

 

正
） 

た
だ
し
字
数
は
一
八
〇
字
以
内
（
句
読
点
含
む
）
と
す
る
。 

 

 

 




